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基幹産業である
農林畜産業

輝きを増した「３つの宝」

日
本
有
数
の
食
料
供
給
都
市

都
城
市

市では、本市の持つ「３つの宝」を輝かせる取り組みを進めてきました。
今回から３回に分けて、取り組みの内容と成果を紹介するとともに、今後
の展望を考えます。第１回目となる今回は、１つ目の宝「基幹産業である
農林畜産業」について紹介します。

　

本
市
は
、
豊
か
な
自
然
と
温
暖
な
気

候
に
恵
ま
れ
て
い
て
、
古
く
か
ら
農
業

が
盛
ん
な
地
域
で
す
。
農
業
産
出
額
で

は
、
全
国
の
市
町
村
で
２
位
、
九
州
で

は
１
位
（
い
ず
れ
も
平
成
18
年
調
査
）

と
な
り
、
特
に
、
肉
用
牛
、
豚
、
ブ
ロ

イ
ラ
ー
に
関
し
て
は
、
全
国
１
位
を
誇

り
ま
す
。
ま
た
、
県
内
有
数
の
普
通
期

水
稲
の
産
地
で
も
あ
り
、
里
芋
や
ゴ
ボ

ウ
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
な
ど
が
多
く
栽
培
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
近
年
で
は
、
加

工
用
野
菜
の
需
要
増
加
な
ど
に
伴
い
、

焼
酎
用
カ
ン
シ
ョ
や
里
芋
な
ど
の
契
約

栽
培
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
素
材
供
給
力
は
全
国
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
り
ま
す
が
、
付
加
価

値
を
高
め
た
加
工
品
の
製
造
や
流
通
販

売
の
取
り
組
み
に
は
、
余
力
が
あ
る
状

況
で
す
。
市
で
は
優
れ
た
地
域
資
源
を

さ
ら
に
生
か
し
て
、
農
林
畜
産
業
者
の

所
得
向
上
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
た
め
に
、
６
次
産
業
化
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
名
実
と
も
に
「
日
本
一
の
和

牛
生
産
地
」の
称
号
を
獲
得
す
る
た
め
、

和
牛
の
産
地
が
改
良
の
成
果
を
競
い
合

う
「
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」
で
の
日

本
一
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
進
め
、

〝
さ
ら
な
る
食
料
供
給
都
市
〟
を
目
指

し
ま
す
。

都城の基幹産業である農林畜産業の振興
第１の宝〜基幹産業である農林畜産業 都城が持つ「３つの宝」を輝かせる

○6次産業化の推進
○平成29年度開催の全国和牛能力共進会で
　日本一を目指す

食料供給都市

基幹産業
である

農林畜産業
都城の

「地の利」
次世代を
担う

子どもたち

Th
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６次産業化で開発された商品

輝きを増した「３つの宝」
基幹産業である農林畜産業

６
次
産
業
化
の
推
進

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
の

日
本
一
を
目
指
す
！

六
次
化
情
報
バ
ン
ク
登
録
者
募
集
中

６次産業化の成果
新規事業者数と商品開発件数（平成26年度）

　

平
成
25
年
度
に
、
六
次
産
業
化
推
進

事
務
局
を
新
設
。
窓
口
の
一
本
化
を
図

る
と
と
も
に
、
国
や
県
、
関
係
機
関
な

ど
と
一
体
的
に
推
進
体
制
を
強
化
し
ま

し
た
。
人
材
育
成
や
商
品
開
発
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
、セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
、

事
業
や
制
度
の
周
知
と
取
り
組
み
へ
の

意
識
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
庁
内
で
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
を
立
ち
上
げ
、
商
品
開
発
や
販
路
拡

大
を
支
援
す
る
「
都
城
市
６
次
産
業
化

推
進
計
画
」
を
策
定
。
計
画
を
基
に
、

生
産
や
加
工
・
製
造
、
流
通
・
販
売
と

い
っ
た
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
、
実
施
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
き
め
細
や
か
な
支

　

平
成
25
年
度
に
、
畜
産
課
内
に
「
共

進
会
対
策
室
」
を
設
置
。
平
成
29
年
度

に
宮
城
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
和
牛
能

力
共
進
会
に
向
け
て
、
５
カ
年
計
画
で

生
産
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
和
牛
五
輪

Ｇ
Ｏ
！
５
プ
ラ
ン
」を
進
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
６
月
に
開
催
さ
れ
た
、
第
１ 

１
７
回
Ｊ
Ａ
宮
崎
経
済
連
和
牛
枝
肉
共

進
会
で
は
、２
位
、３
位
、５
位
を
獲
得
。

ま
た
、
今
年
２
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｊ
Ａ

経
済
連
系
統
和
牛
枝
肉
共
励
会
で
は
見

事
金
賞
を
獲
得
し
、
日
本
一
に
向
け
て

の
期
待
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。　

今
後
も
、
生
産
者
や
関
係
機
関
と
一
体

と
な
っ
て
、「
日
本
一
の
和
牛
生
産
地
」

の
称
号
獲
得
を
目
指
し
ま
す
。

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
実
を
結
び
、

平
成
26
年
度
は
、
10
件
の
事
業
者
が
新

た
に
６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
を
開
始
。

ま
た
、
24
件
も
の
加
工
品
が
新
た
に
商

品
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
農
林
畜
産
業

者
と
食
品
加
工
業
者
な
ど
と
の
連
携
を

促
す
「
六
次
化
情
報
バ
ン
ク
」
を
開

設
。
生
産
物
な
ど
の
情
報
発
信
や
マ
ッ

チ
ン
グ
を
支
援
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

六
次
産
業
化
推
進
事
務
局
（
☎
23
－

２
１
９
３
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　今年度の新たな取り組みとして、本市
と友好交流都市であるモンゴル国ウラン
バートル市に都城産の牛肉を売り込むた
めの事業を実施します。
　具体的には、在モンゴル日本国大使館
で毎年行われる「天皇誕生日祝賀レセプ
ション」で、モンゴル政府関係者や各国
外交官などに都城産宮崎牛を提供。都城
産宮崎牛のおいしさを知ってもらい、日
本の和牛といえば「都城産宮崎牛」と認
知してもらえるように取り組みます。

都城産の牛肉をモンゴルへ

○第117回JA宮崎経済連
　和牛枝肉共進会
　（平成26年6月24日）
　2位、３位、５位を獲得！
○JA経済連系統和牛枝肉共励会
　（平成27年2月24日）

１位（金賞）を獲得！

共進会の成果

0

5

10

15

20

25

計画

事業者数 開発件数

実績

8件
6件

10件

24件
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江
戸
時
代
の
武
士

平
成
27
年
度
都
城
島
津
伝
承
館
企
画
展

～
薩
摩
藩
・
都
城
の
武
士
の
生
き
か
た
～

薩
摩
の「
も
の
の
ふ
」

薩
摩
藩
の
武
士

其
の
一

其
の
二

今
回
の
企
画
展
で
は
、
薩
摩
藩
士
や
都
城
の
武
士
た
ち
の
実
態
を
も
と
に
、
江
戸
時

代
の
武
士
が
ど
の
よ
う
な
考
え
で
生
活
し
て
い
た
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。

　

寛
永
14
年
（
１
６
３
７
）、
島
原
の

乱
が
終
わ
る
と
、
戦
い
の
な
い
時
代
、

「
元げ

ん

な

え

ん

ぶ

和
偃
武
」
が
幕
を
明
け
ま
す
。

　
「
も
の
の
ふ
」
と
呼
ば
れ
、
戦
う
こ

と
を
得
意
と
し
て
生
き
て
き
た
武
士
た

ち
は
、
戦い

く
さ

の
無
い
世
と
な
っ
た
こ
と
で

そ
の
活
躍
の
場
を
失
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
武
士
た
ち
は
、
士
農
工
商
の

頂
点
に
立
つ
身
と
し
て
、
ま
た
政
治
を

行
う
為い

せ
い
し
ゃ

政
者
と
し
て
の
立
場
を
示
す
た

め
、
農
工
商
の
三
民
の
手
本
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
、
武
士
ら
し
い
生
き
方
を

示
そ
う
と
し
ま
し
た
。

　

藩
で
は
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
も
、

戦
国
期
ま
で
の
武
士
的
な
気
風
が
残

り
、風
紀
の
乱
れ
が
深
刻
化
し
て
い
て
、

現
在
の
自じ

顕げ
ん

流り
ゅ
う

を
操
る
無
骨
で
無
口
な

「
薩
摩
の
も
の
の
ふ
」
と
い
っ
た
イ
メ

ー
ジ
と
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
し
た
。

　

そ
こ
で
藩
主
が
推
し
進
め
た
対
応
策

の
一
つ
が
「
郷ご

中じ
ゅ
う

教
育
」。こ
の
教
育
は
、

15
・
16
歳
の
二に

才せ

が
、
小
さ
な
子
ど
も

た
ち
を
指
導
す
る
独
自
の
教
育
法
で
し

た
。こ
れ
に
よ
り
「
言
い
訳
を
し
な
い
、

誤
解
さ
れ
て
も
気
に
し
な
い
、
小
さ
な

こ
と
に
動
じ
な
い
」
と
い
う
薩
摩
武
士

像
が
、
江
戸
中
期
以
降
に
形
成
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。　

　

こ
の
考
え
方
は
、
後
の
幕
末
維
新
で

大
い
に
活
躍
し
た
薩
摩
藩
士
た
ち
の
原

動
力
に
な
り
ま
し
た
。

藩
校
造ぞ

う

士し

館か
ん

）を
創
設
。藩
士
た
ち
に
学

問
の
修
練
を
求
め
、
武
芸
の
鍛
錬
を
心

掛
け
る
よ
う
に
指
導
し
、
風
紀
矯
正
の

一
翼
を
担
う
重
要
な
機
関
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
、
藩
と
同
様
に
都
城
で
も
教

育
改
革
が
実
施
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ

の
中
で
創
設
さ
れ
た
の
が
、稽
古
所
（
の

ち
の
明
道
館
）
で
し
た
。

　

都
城
の
武
士
た
ち
は
、
こ
こ
で
学
問

を
修
め
、
侍
と
し
て
の
振
る
舞
い
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。
明
道
小
学
校
に
掲
げ

て
あ
る
「
学
制
三
章
」
は
、
都
城
の
武

士
た
ち
が
武
士
道
精
神
を
学
ぼ
う
と
奮

闘
し
た
証
で
す
。

　

武
士
の
生
活
が
乱
れ
、
学
問
や
武
芸

の
怠
慢
が
問
題
化
し
た
こ
と
で
、
綱
紀

の
建
て
直
し
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
為
、
薩
摩
藩
は
学
問
所（
の
ち
の

◎
問
い
合
わ
せ　
都
城
島
津
邸　
☎
23ｰ

２
１
１
６

都
城
領
の
武
士

其
の
三

　

江
戸
初
期
、
都
城
に
お
い
て
も
武
士

た
ち
は
武
芸
や
学
問
を
学
ば
ず
、
生
活

も
乱
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
状
況
に
対
し
、
都
城
島
津
家
18

代
領
主
島
津
久ひ

さ

理み
ち

や
20
代
領
主
久
茂
は
、

人
事
に
不
満
を
訴
え
た
重
臣
た
ち
を
島

流
し
に
し
た
り
、
領
内
に
対
し
学
問
や

武
芸
に
励
む
べ
き
と
記
し
た
お
触
れ
を

頻
繁
に
出
し
た
り
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

武
士
の
生
き
方
を
探
し
て

～
薩
摩
藩
の
教
育
政
策
か
ら
～

其
の
四

薩摩の武士、大石兵六が肝試しのために妖怪退治に出掛
ける逸話をモチーフにした大石兵六夢物語絵巻

弓道や砲術など武術のある
べき姿を書き記した思無邪

武
士
の
模
範
の
よ
う
な
端
正
な
容
姿
で
描
か
れ
た
都
城
島

津
家
21
代
島
津
久
般
像

［
会　
期
］	

７
月
４
日
㈯
〜
10
月
12
日
㈪

［
観
覧
料
］	

大
人
２
１
０
円
（
１
６
０
円
）

	

高
校・大
学
生
１
６
０
円（
１
０
０
円
）

	

中
学
生
以
下
無
料

※（　
　
）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金
。

　
本
宅
は
別
途
、
小
学
生
以
上
１
０
０
円
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プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
を
発
行
し
ま
す

総
額
１５
億
８
０
０
万
円
の

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
都
城
商
工
会
議
所
と
市
内
の
６
商
工
会
が
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。
３
割
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
付
い
た
商
品
券
を
使
っ
て
地
元
商
店
で

買
い
物
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
と
は
、

各
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か

し
、
自
ら
考
え
自
ら
行
う
地
域
づ
く
り

事
業
の
こ
と
で
す
。
今
回
、
地
元
の
消

費
拡
大
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的

に
、
地
域
活
性
化
・
地
域
住
民
生
活
等

緊
急
支
援
交
付
金
を
活
用
し
て
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。

利
用
し
や
す
い
、
額
面
１
万
円
と
５
、

０
０
０
円
の
商
品
券
を
用
意
し
ま
し
た

の
で
、
ぜ
ひ
、
地
元
商
店
で
の
買
い
物

に
活
用
く
だ
さ
い
。

●
販
売
時
間　
10
時
～
16
時

●
対
象
者　
市
民

●
販
売
窓
口

　

都
城
商
工
会
議
所
、
中
郷
商
工
会
、

荘
内
商
工
会
、
山
之
口
町
商
工
会
、
高

城
町
商
工
会
、
山
田
町
商
工
会
、
高
崎

町
商
工
会（
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）

※�

都
城
商
工
会
議
所
で
は
、
混
雑
を
避

け
る
た
め
に
７
月
１
日
㈬
～
10
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
を
含
む
）の
期
間
の
み
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
販
売
し
、

販
売
枚
数
に
達
し
な
か
っ
た
場
合
は
、

７
月
14
日
㈫
か
ら
、都
城
商
工
会
議

所
で
販
売
。な
お
、販
売
枚
数
は
、そ

れ
ぞ
れ
の
窓
口
で
限
り
が
あ
り
ま
す

●
使
用
期
間　

７
月
１
日
㈬
～
12
月
31
日
㈭

●
購
入
限
度
額　
１
人
３
万
円
ま
で

※
５
、０
０
０
円
を
購
入
す
る
場
合
は
、

　

１
人
２
セ
ッ
ト
ま
で

●
額
面　

１
万
円
（
１
、０
０
０
円
の
商
品
券
13

●
発
売
開
始
日　
７
月
１
日
㈬
～
無
く

な
り
次
第
終
了

※�

身
体
障
害
者
手
帳
お
よ
び
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
の
み
、
６
月
29
日
㈪
・
30

日
㈫
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

先
行
発
売
（
数
に
限
り
あ
り
）

枚
つ
づ
り
）

５
、０
０
０
円
（
５
０
０
円
の
商
品
券

13
枚
つ
づ
り
）

●
購
入
方
法
　
販
売
窓
口
で
、
申
込
用

紙
に
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
、
電
話

番
号
、
購
入
枚
数
な
ど
を
記
入
し
、
現

金
と
運
転
免
許
証
を
添
え
て
提
出

※�

運
転
免
許
証
で
本
人
確
認
を
し
ま
す
。�

た
だ
し
、
運
転
免
許
証
を
持
っ
て
い

な
い
人
は
、
保
険
証
を
持
参
。
ま
た
、

身
体
障
害
者
手
帳
お
よ
び
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
は
手
帳
を
持
参
く
だ
さ
い

●
特
典　
商
品
券
を
購
入
し
た
人
を
対

象
に
、
ふ
る
さ
と
産
品
な
ど
が
当
た
る

抽
選
会
を
実
施
。
詳
し
く
は
、市
や
都

城
商
工
会
議
所
、各
商
工
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

●
そ
の
他

①�

商
品
券
は
、
都
城
商
工
会
議
所
、
各

商
工
会
ご
と
の
取
扱
加
盟
店
の
み
の

使
用
に
限
り
ま
す

※�

取
扱
加
盟
店
に
は
、
ポ
ス
タ
ー
が
掲

示
し
て
あ
り
ま
す

②�

商
品
券
の
利
用
限
度
額
は
、
１
回
に

つ
き
15
万
円

●
販
売
店
舗
お
よ
び
問
い
合
わ
せ　

都
城
商
工
会
議
所　

☎
23
－
０
０
０
１

中
郷
商
工
会　

☎
39
－
０
３
３
４

荘
内
商
工
会　

☎
37
－
０
０
２
４

山
之
口
町
商
工
会　

☎
57
－
２
０
１
６

高
城
町
商
工
会　

☎
58
－
２
０
２
０

山
田
町
商
工
会　

☎
64
－
２
０
５
７

高
崎
町
商
工
会　

☎
62
－
３
１
３
１

※都城商工会議所発行の商品券。
　デザインは各商工会で異なります

◎
問
い
合
わ
せ　
商
工
政
策
課　
☎
23ｰ

２
９
８
３

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
取
扱
店　

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
が
使
用
で
き
る

取
扱
店
を
、
11
月
30
日
㈪
ま
で
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。

●
対
象

　

市
内
に
店
舗
を
有
す
る
事
業
所
な
ど

※�

風
営
法
に
規
定
す
る
店
舗
な
ど
は
対

象
外

●
申
込
方
法

　

店
舗
が
所
在
す
る
管
内
の
都
城
商
工

会
議
所
ま
た
は
各
商
工
会
の
窓
口
に
設

置
し
て
あ
る
申
込
書
に
記
入
し
、
窓
口

へ
提
出
ま
た
は
郵
送

●
持
参
す
る
も
の

　

法
人
印
ま
た
は
代
表
者
印

●
そ
の
他

　

都
城
商
工
会
議
所
お
よ
び
各
商
工
会

の
会
員
以
外
は
、
換
金
時
に
手
数
料
３

㌫
を
徴
収
し
ま
す


